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受難節第主３日 説教 「立ち止まりながら」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 3 月 20 日  

マタイによる福音書 9:9～13

 イエス様と出会った私たちが今週もま
た神様を礼拝するためにこうして神様の
御前へと集められて参りました。そこ
で、皆さんに伺いたいことは、皆さんに
とってのイエス様との出会いとはいった
いどういうものだったのかということで
す。その動機、切っ掛けについては様々
あるのでしょうが、ただ、動機の違いは
どうであれ、神様はその違いを含めて御
業を現してくださったということです。
だから、私たちの今があるわけですが、
ちなみに、私が教会に足を運ぶようにな
ったのは、そこに確かな何かがあり、そ
の確かな何かを実際に手にできると、そ
う思ったからです。そして、その確かな
何かを実際に手にすることができたわけ
ですが、ただ、そうなると、当初の目的
は達成されたわけで、それゆえ、最早、
用はない、そういうことにもなるのでし
ょう。では、それを手にしたのはいつだ
ったのか。それは、教会の門を初めてく
ぐったその時でもありますが、けれど
も、教会の門をくぐり、すぐにそれが分
かったかというとそうではありません。
それが分かったのはつい最近のことでも
ありました。では、どうして、そこまで
時間が掛かってしまったのか、それは、
私が分かろう分かろうとしていたからで
す。けれども、いくら分かろう分かろう
としてもさっぱり分からない、そういう
時間が何十年も続きました。ですから、
それでよく牧師を続けることができたな
とそう思う方もきっとおられるのでしょ
うが、言われるまでもなく私自身がそう
思っています。しかし、ある時のことで
す。これまでを振り返りそこで知らされ
たのです。 
 週報にもありますように、先週の木曜
日、みくに幼稚園では第 88 回卒園式が
行われ、19 名の子どもたちが幼稚園を後
にすることになりました。そして、子ど
もたちは私の悪い印象だけを持って幼稚
園を離れたわけではなく、幼稚園でのた
くさんの楽しい思い出、先生方と過ごし
た豊かな時間、そして、何よりも自分が
過ごしてきた藤沢教会というこの全体の
景色、子どもたちのそれぞれがそれを胸

に刻み、ここを巣立っていったわけで
す。そして、その一つ一つを子どもたち
が後々に振り返る時、そこで思い出すこ
とはそれぞれの胸に刻まれた一つ一つの
楽しかった思い出でもあるのでしょう。
けれども、それと共に、その全体として
見えてくるものが、私も求めた確か何か
であるように思うのです。そして、この
確かな何かとはイエス様と出会ったとい
うことであり、間違いなく、ここ藤沢教
会を通して子どもたちはイエス様と出会
い、そして、その出会った子どもたちの
手をイエス様は決して離すことはない、
それが私の今の実感です。ですから、私
のぐだぐだの話を含めて、すべてのこと
はイエス様と繋がっているわけで、そし
て、御言葉がこの日私たちに伝えてくれ
ていることもこの繋がっているというこ
とでもあるのです。 
 そこで、御言葉はそのイエス様との出
会いについてこう語ります。「通りがか
りに、マタイという人が収税所に座って
いるのを見かけて、『私に従いなさい』
と言われた。彼は立ち上がってイエスに
従った」と、罪人として、誰からも本気
で相手にされることなかったマタイに向
かい、イエス様は「私に従いなさい」と
呼びかけたというのです。このことはつ
まり、イエス様が罪人であるマタイのこ
とを切っても切れない関係性の中にお召
しになったということですが、そこで大
切なことは最後のところで「私が来たの
は、正しいものを招くためではなく、罪
人を招くためである」とイエス様がこう
仰っておられることです。このことはつ
まり、イエス様に招かれるということ
は、その人が招かれるにふさわしいかふ
さわしくないか、純粋であるか不純であ
るか、そういうことではなく、イエス様
が罪人を罪人のままご自分の交わりに招
かれた、大切なのはこの事実であるとい
うことです。それゆえ、その罪人が召さ
れ、イエス様につなぎ合わされたわけで
すから、後のことは自ずとついてくると
いうことです。つまり、それが収税人マ
タイであり、私たちであり、みくにの子
供たちであり、その保護者であり、職員
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であるということです。ですから、その
ような私たちについて、旧讃美歌 532 番
が「世にはなき交わり」と歌っているこ
とは実に肯けることです。それゆえ、こ
の「世にはなき交わり」は、世の中で相
当目立つことになります。けれども、そ
うであればこそまた、そこにはいいもの
ばかりではなくて、それ以外のいろいろ
なものも、有り難いものも有り難くない
ものもいろいろ集まってくることにもな
るわけです。 
 ただ、この日の御言葉を見る限り、こ
の、いろいろなものが集まってくること
をイエス様は否定的には捉えてはおりま
せん。むしろその逆です。なぜなら、鼻
つまみ者の徴税人や、面倒くさい相手で
あるファリサイ派の人々とも、イエス様
は食卓を共にしているからです。ところ
が、そのイエス様に対して、ファリサイ
派の人々はどのような反応を見せたの
か。自分のことを棚に上げて、それも直
接イエス様に何かをいうのではなくて、
イエス様の弟子たちに向かって、「な
ぜ、あなたたちの先生は徴税人や罪人と
一緒に食事をするのか」と尋ねたという
のです。それは、彼らにはイエス様のこ
とが分からなかったからです。ただ、ま
ったく分からなかったのかと言うとそう
ではありません。イエス様ではなく弟子
たちにということは、それはイエス様に
遠慮があったからでもありますが、です
から、そういう点で、彼らにはイエス様
がどういうお方であるかは分かっていた
ということです。それゆえ、それについ
て善意に捉えるならば、イエス様のこと
をもっともっと知りたい、分かりたい、
でも、嫌われたくはない、ファリサイ派
の人々が弟子たちに尋ねた理由はそうい
うことであったということです。なぜな
ら、知りたい、分かりたい、嫌われたく
ない、それを意識することは、人と人と
の関わりにおいてはとても大切なことだ
からです。 
 ただ、イエス様のことが分かって、そ
のイエス様に心の底から好かれて受け止
められている、それが分かってさえいれ
ば、イエス様が十字架につけられること
はなかったのでしょう。ですから、知り
たい、分かりたい、嫌われたくない、イ
エス様に対して私たちがそう思うことは
必要なことだと思います。けれども、自
分がどう思っているかはともかくとし
て、そこには相手があるわけです。です

から、自分の気持ちをただぶつけるだけ
では、物事はうまくいくはずもありませ
ん。従って、そう考えるなら、ファリサ
イ派の人々の配慮は決して行き過ぎたも
のではありません。ただ、そこには一つ
大きな問題がありました。それは、イエ
ス様との間には距離があり、そのため、
彼らは本音を直接イエス様に言うことが
できなかったということです。また、そ
れだけではありません。この「どうし
て」との問いかけがイエス様に対するネ
ガティブなニュアンスを含んでいるよう
に、そこには「部外者」としてのイエス
様への批判が含まれていたということで
す。まただから、それを見抜いたイエス
様は、「医者を必要とするのは丈夫な人
ではなく、病人である。『私が求めるの
は憐れみであって、生け贄ではない。』
とはどういう意味か、行って学びなさ
い。私が来たのは、正しい人を招くため
ではなく、罪人を招くためである」と仰
ったわけです。 
 ところで、イエス様のこの言葉の中で
一番大事なことは何んでしょうか。イエ
ス様がいかなる方であるかを知ることで
しょうか。イエス様とその食卓を共にし
ている意味が分かることでしょうか。そ
れとも、イエス様の前で恥をかかないよ
うにすることでしょうか。あるいはま
た、自分は罪人、病人だとのレッテルを
自分自身に貼ることでしょうか。また、
私たちの多くは、もしかしたらイエス様
の食卓に集められたその時、ドキドキ、
ソワソワ、おどおどしていることが多い
ように思うのですが、けれども、少し慣
れてくると今度はどうでしょう。では、
この慣れを、御言葉は、イエス様のこと
を分かると言っているのでしょうか。ま
た、そのイエス様が私たちに望んでいる
ことは本当にそういうことなのでしょう
か。 
 イエス様がここで「私が求めるのは憐
れみであって、生け贄ではない」と仰る
この言葉はホセア書 6:6 からの引用で
す。そして、この言葉から分かること
は、イエス様がまるで取引するかのよう
に、私たちを招かれたわけではないとい
うことです。なぜなら、イエス様の十字
架の出来事が示すように、神様とイエス
様の御心は、目の前にある病人、目の前
にある罪人を救いへと無条件で招くこと
でもあるからです。そして、それは、や
ってやろうといった、傲岸不遜な動機か
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らではありません。私たちと同じところ
に立って、この私たちの寂しさや苦し
み、その痛みや悲しみを間近に感じられ
るところから、しかも、私たちのことを
すべてご存知の上で、手の掛かるその私
たちと心底関わろうとしてのことでもあ
るからです。ところが、私たちにはそれ
が分からない、分からないから、分かろ
う分かろうとして分かるところで物事を
判断してしまう、ただし、それは分から
ないわけですから仕方ないのかも知れま
せん。けれども、ファリサイ派の人々が
ここで罪人と一緒にあることを問題視し
ているように、私たちがもし彼らと違う
というのなら、私たちは主の食卓に集め
られたとき、どのように振る舞えばいい
のでしょうか。このファリサイ派の人々
ともし同じだとしたなら、イエス様から
見れば、そういう私たちはどのようにそ
の目に映るのでしょうか。それは「部外
者」ということになりはしないでしょう
か。しかも、今の私たちがそのことを余
り意識していないとしたら。まただか
ら、イエス様と取引するかのように、自
分はいい子でしょ、かわいいでしょ、あ
なたのことをよく分かっているでしょ、
と、まるで部外者のように、私ってこう
いう人間ですよと訴えたりもするのでし
ょう。ですから、イエス様が「行って学
びなさい」と仰ったのはそれゆえのこと
でもありますが、このことはつまり、私
たちにはイエス様のことが何も分かって
はいないということです。それゆえ、こ
の部外者のような私たちの立ち振る舞い
をしてしまうのですが、ただ、このこと
はイエス様のことを心の底から傷つける
ことでもあるのです。そして、それがイ
エス様の十字架の出来事であり、そうで
あるからこそまた、私たちは「行って学
ぶ」ことが求められているのです。 
 私たちにとってイエス様とはいかなる
お方なのでしょうか。それは、もちろ
ん、恐れ多いお方であるのは間違いあり
ません。ただ、イエス様は私たちにそう
呼ばれることを本当に願っているのでし
ょうか。ただありのままを見て欲しい、
それがイエス様の心からの願いなのでは
ないでしょうか。それは、私たちとイエ
ス様との間にはいつも温度差があるから
で、まただから、私たちは部外者のよう
に振る舞ってしまうのでしょう。しか
し、そこで仲良くしようよ、分かり合お
うよと、言葉の上でいくらそう繰り返し

たところで、それでお互いの距離が縮ま
るわけではありません。ですから、出会
ったばかりの私たちとイエス様との繋が
りは、人と人との関係性が初めから望ま
しい形で築かれてはいないように、心許
なく、それゆえ切れやすい、少なくとも
私たちの目にはそのように映っているは
ずなのです。ですから、そういうときに
私たちがよくすることは相手との取引で
す。ここで、イエス様が「私が求めるこ
とは憐れみであって、生け贄ではない」
とホセア書の言葉を引用しているのは、
生け贄という形で神様と取引しようとす
る、そういう私たちの心根の奥深くを見
つめてのことでもあるのです。ただし、
そうした心根によって関係性が深まるこ
とはありません。もちろん、『情けは人
のためならず』と言われているように、
気遣いは大事なことです。けれども、そ
れで本音を口にできないとしたら、関わ
りは冷めたものとなり、いつ切れたとし
てもおかしくはありません。ですから、
イエス様が「行って学びなさい」と仰る
ことは、その細くいつ切れてもおかしく
はない糸を太くすることを望んでのこと
でもありますが、そのために求められる
ことが憐れみであるということです。つ
まり、優しさであり、思いやりです。互
いに互いを深く知るために本音を言い合
い、少しずつ時間をかけて細い糸を太く
していくこと、イエス様は学んできなさ
いと仰っていることはこのことです。 
 そこで皆さんにお尋ねしたいのは、皆
さんは自分のことを優しいと思えるでし
ょうか。心から人と寄り添っていると胸
を張って言えるのでしょうか。優しさも
人に寄り添うことも、言葉の上だけのこ
とではありません。相手の心に自分自身
のありのままの姿を注ぎ出すことです。
まただから、その他者は、私たちの気が
ついてはいない自分自身の姿をすぐに気
がつくことにもなるのです。けれども、
それは私たちにとってはとっても恐ろし
いことです。それゆえ、優しさも寄り添
うことも、身を削り、身が細る思いでし
かなしえないことでもあるのです。また
だから、お先にどうぞと他の人にお任せ
したくもなるのですが、けれども、ここ
でイエス様が口先だけで何かを語っては
いないように、だからこそまた、私たち
はそれを行って学ばなければならないの
です。では、そのために私たちは何をす
ればいいのでしょうか。それには急がず
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に少しずつ時間をかけて、求められるこ
とを一つ一つやっていくことです。なぜ
なら、そのためにイエス様は私たちと出
会ったからであり、そして、その出会っ
た相手が私たちであるということです。
それは、主にある交わりがその場限りの
ものではないからです。御国の到来まで
続くものであり、それゆえ、私たちがイ
エス様と御国での再会を願うなら、その
繋がりがいつ切れるか分からないもので
あってはならないのです。 
 ですから、そのために私たちは本音で
語り合う必要があるのですが、ただ、そ
れは私たちにとってはとても辛いことで
す。特に、今は、その点で難しい時代で
あるように思います。本音を堂々と語る
ことを多くの人がリスクのあることと理
解しているからです。まただから、この
辛さを避けようとして、やれ罪人だ、や
れ病気だと、互いにレッテルを張り合っ
て、分かり合えない人たちを排除し、分
かり合える人たちとだけ関わりを持とう
とするのです。ですから、その行き着く
先がどこかは皆さんもよくお分かりのこ
とと思います。国と国との間でのことで
いえば、それが戦争というものでもある
のでしょう。ただそういう大きなことで
はなくても、本質的に近いところのもの
は私たちの足下に常に置かれてもいるも
のでもあるのです。ですから、そのよう
な状況の中では、手の掛かる足手まとい
な人たちはすべてコストパフォーマンス
の悪い人たちと見なされかねません。そ
して、それが私たち罪人の現実の中に起
こりうるなら、そういうことは私たちの
足下にないことではなく、実際にあるこ
とです。けれども、この己が罪を知って
いる私たちであるなら、この罪の現実か
ら目をそらすことは私たちにはできない
はずなのです。 
 では、その私たちが本音で言い合える
はどうしてなのでしょうか。それは、私
たちが外に出て行く前にそのホームグラ
ンドがあるからです。けれども、そこ
は、自分の言いたいことをいいたいだけ
言えるような、そういう言いっ放しの許
される場所ではありません。語る以前に
相手の語る本音に耳を傾ける場所であ
り、そして、そこで語れる言葉は聖書の
御言葉であり、この御言葉に養われた言
葉でもあるのです。そして、私たちはそ
の言葉を本音を言い合える場所で身につ
けるのです。そして、身につけた言葉を

さらに磨くために、出て行って御言葉の
真実、その力を学ぶのですが、そのよう
に私たちが外に出て行くことができるの
は、そこもまたイエス様が共にいて下さ
る場所だからです。イエス様が共にいて
下さっているから、分からずに困ってい
る私たちはそこで耳を澄まし、また目を
凝らして、イエス様のその声、そのお姿
に触れるのです。ですから、それには動
き回るだけではなく、時に立ち止まり、
イエス様の語るその本音に聞いていかな
ければなりません。そして、そのために
求められることがイエス様の前でじっと
動かずにいることなのです。 
 けれども、出会ったばかりの者にとっ
ては、それはとても不安なことです。イ
エス様との繋がりが絶対に切れないとい
うことが分かっていないからです。それ
ゆえ、いつ切れるのだろう、そんなこと
を繰り返し繰り返し考えてしまうので
す。そして、そうした中で私のしたこと
がイエス様のことを分かろう分かろうと
することでしたが、今思うことは、その
私とイエス様は逃げ出さず関わってくだ
さっていたということです。それは、私
が皆さんと同じように｢世にはなき交わ
り｣の中にこうしてあるからです。そし
て、そのことを知らされたのは、日々、
色眼鏡で物事を見ない子どもたちと一緒
にいて、イエス様の本音に触れることが
できたからでもありますが、つまりは、
それがイエス様と出会い、今こうして私
たちが共にある教会という場所でもある
のです。 
 優しいという言葉が「人偏に憂い」と
書くように、憂いを遠ざけて、人は人に
対して優しくなれることはありません。
そして、悲しみであり、苦しみであり、
寂しさであり、痛みであり、私たちが根
源的に持っているこの憂いは私たちのこ
の交わりの足下に常に認められるもので
もあるのです。けれども、その中で、私
たちが人に寄り添い、優しく、憐れみ深
くあることができるのは、他でもないイ
エス様が私たちに寄り添い、優しく、憐
れみをもって接してくださっているから
です。ですから、そのことを行ってそれ
ぞれの置かれた場所で学び続ける私たち
でありたいと思います。祈りましょう。 
 
 


